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1　広島県における学校評価導入の背景七意義J

中央教育審議会答申（平成10年9月）や教育改革国民会議（平成12年12月）など

において，学校は教育目標や教育計画専を保護者や地域住民に説明するとともに，その

達成状況を自己評価するなど，学校評価を導入し，教育活動全婦中尊学年つなげていく

ことが提案されている。

また，‾国において吼平成14年4、月i日付けで学校の設置基準、（文藤樹学省令）＼に

自己点検評価の実施及びその結果の公葬について規定することとしている。

本県においては，平成10年5月、に当時の文部省から是正指導を受けて鱒来，教育の

公開性と中立性を柱として県民の願いや要望を踏まえ，開かれた巌捗邦■あ推進，学
一

校体制の確立及び教育内容の充実等を図り，倍額される公教育の〉基盤づく、鋸三努めてき

ている。特に，開かれた学校づくりの推進については，学校評議員を積極的に導入する

など教育内容や活動について保護者や地域住民に説明責任を果たす取組みを行ってき

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逢

さらに，平成12†年11月に出された県政中期ビジョン∵「ひろしま夢未来軍書Jにおい

て，「新たな『教育県ひろしま』の創造」を県政の柱の一つとして位置付け，信頼され
‾－　■■■、－　ヽヽ■．

る学校づくりや確かな学力の虐着・廟上皇かな心をはぐくむ教育の推進な■とをめざし

た取組みを積極的に進めているところである。

学校が保護者や地域住民の信頼に応え，家庭や地域と一体となって教育活動を展開し

ていくためには，学校の目標，活動状況，成果など教育活動全般の情報を積極的に発信

し，学校は，保護者や地域からの意見や要望に的確に応え，その取組みや結果を説明す

るというアカウンタビリテイ（説明責任）を果たしていくことが求められている。

そのためには，学校教育活動の過程や成果を明らかにすることができる学校評価シス

テムを導入することが有効である。

「
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反映されていないという状況が見られた○・　　　　　　　、、二
1－→　い．疇j．」

そこで，これからの学校においては・次の囲に示すようなPLAN（計画トDO

（実施）－CHECK（評価）－ACT王ON（改善）というマネージメントサイクル

の考え方をあらゆる場面において導入し，PLAN（計画）の段階から，．屡雛研価

が可能となるような計画を策定すれば，これまでの不十分であったCHEC正一
」■＿

ACTIONの取組みをより一層充実させ純のにつながっていく′と考える。止

このようなマネージメントサイクルを導入することにより，教育の質の向上を図るこ
蓬が期待できる。
T－

J

また，評価結果を公表することにより，更なる教育活動の改善に生かしていく工夫が
できると考える。

なお・単年だけでなく3年，6年という中長期的な視点に立ったヤネージメントサイ
クルを考えることも必要である。

ー3－



2　広島県における学校評価システムについて

（1）学校評価システム導入の目的

Jヽ

（2）学校評価システムの概要、

本県においては，次のような学枚評価システムを導入することが望ま、しい。

－【学校鎧営計画】

囲計

模
　
様
　
育

日
　
日
　
教

育
　
曹
　
校

数
　
建
　
学

1

　

ク

ー

　

3

具体的で検証可能な目標
を設建するよう努める。

ア経営目標の設定J

【自　己　評　価】

＜学校評価委員会＞
○　評価計画の立案
○　評価票等の作成
○　評価結果の集計・分析　等

＜評価項目＞
評価頃日についてはできるだけ．

具体的で検証可能なものとする。

児
童
生
徒
、
保
護
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
擁
開
査

抽象的な教育目標は，学校が目標を達成したかどうか明確にならないため，教育目棲を具体

的・客観的に検証可能にした経営目標を設定する必要がある。

また，児童生徒，保護者，地域住民に対して説明していくためにも，具体的でわかりやすい

経営目標を設定する必要がある。

－4－

学校が・教育活動全般について評価し改善を図ることは・学校の責務と考えられるため，学

校評価委員会の構成員札校長・教頭及び校長の指名する教職員とする。

ただし，保雛や地域住民に対しての毎琴を権威する場Aなど，校長が必要に応じて保護
・†・●・

者や地域住民の意見を聞くことは考えられる′こ◆L
l■J

・■⊥、

り自己評価と外部からの評価

■・・㌢■－

学校評価システムを学校に導入する場合・まずは自己評価に重点的に取り組む必要がある。

自己評価を行う際には・学校の当事者である教職員，児童生徒，保護者に対するアンケート
意識調査などにより意見を聞くことが考えられる。

また・評価を客観的・総合的に行うためには，自己評価と同時に外部からの評価を実施する

ことが望ましいが・外部からの評価について札評価項目や評価方法等の更なる実践研究が望
まれる。

第三者評価について札小規模な町村の場合・学校単位で外部評価を行うより，町村教育委

員会が評価者を選び・第三者評価を行った方が効果的な場合も考えられる。評価組織の在り方
や評価項目等の実践研究が望まれる。

－5－



エ評価領域・評価項目
一11　　　　　　　　∫　　　一ヤ

■1」・一昔闇慣禦キ

rすべての学校に共通する評蝕領軌，′は／r授業研究・改善j，r生徒指導j，r情報発信」など，

すべての学校が必ず取り組岳ぶぎ癖拓去る。

「学校独自の評価領域」については，学校の特色づくりとつながるものであるので，児童生
■－‡

徒や地域の実態を踏まえて作成する必衰がある。

評価項目は児童生徒や保護者，地域住民にとってわかりやすいものでなければならない。そ

ういった意味においても，できるだけ具体的・客観的で検証可能なものとする必要がある。

また，評価項目の設定に当たっては，校長の権限と責任を制約することがないよう留意する。

評価項目によっては数値化できないものも考えられるが，児童生徒や保護者等にアンケート

調査を行うことによってで誓禦漕観的なもの和湧ことが求められる。

（具体的で検証可能な評価境目照例〉㌘、、・
1ご

・到達度状況調査における通過率の増加

・授業研究の実施回数及離漠詭教職員数、急－㌔鳥ト
・図書の貸出冊数の増加
問題行動発生件数の減少

遅刻者数の減少

We bページの作成・更新
PTA活動への参加者数

、　　　ト一　丁

など

実践研究協力校の実践を見ると，項目数が多くなる條向にあるが，評価を効率的・重点的に

行うために，必要最低限の項目とする必要がある。

具体的な評価項目については，より一層の実践研究が望まれる。

れ

卜

巨

十

仁

ゼ

ナ

ト

ト

ト
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仁

．

み

血叫勅晶

オ評価にもとづく改善

学校評価システム導入の意義を達成するためには，評価をとおして改善に生かしていく事が

細られる。評価項眉を作成する段紗ら・そのことをめざLた各学校の工夫が纏である。

評価を改善に生かしていくためには牒価項目だけでなく，評価の実施時期や公表方法なども
重要であり，今後の実践研究が望まれる。

ー7－
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広島県学校評価システム 設置要綱

（設置目的）　ポ轟∵鎧てさ　　　　ノL奪還竜凄前駆三：

第l灸　本県における学校評価システムの在り方に関して検討するため，広島県学校評

価システム検討会鼓（以下　r検討会議Jという。）を設置する。

（所掌事喝
第2条脚検胎議

■　r♪

（1）本膳わ実

（2）㌔璧恩禦
（3トーその他芋や董

1「－■・－・．■■■・・・1・■－■一■－ヽ・

崇㌧∵∵で∵肇
挺に掲げる事項につVゝもJ除誰張る。

即じた学校評価システム咤基本的な方向について

評価システムの構築にてい等・鴇＼　　　！・

評価システムに関することについて

錆　　　　　　　　　　－J登　琵
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評 価委 員会 の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位－：校数）－－－」

区 ＿　　　　　　　 ．．分 ． 小 学 校 中 学 校 県立学校

校長 ，教頭のみ　 二

校 長，教頭，部長 （事務瓦 教務封 王事を含む，以下同じ） 1 掛■
笹

校長，，藤 乱 数職員・＿＿≡－′　 ・・，・†・－・ ぅで 。こ．1．こ．．1 、；＝＝・．－； て‾‾i■‾　J

校長；教頭 ，■部長 ，一教職員 ≡〕r・；Lご∴■ヰ∴ 華 簿 肇 鱒 　　 才‾
錮軍学．＿＿左∵「＿＿

校長∴教 頭，・潮 見 ・∴教職員 ，…．恕 癒・洩代表 1

校 長，教 頭，部長 ，教職 員，学校評議員 ∴ 1

・校長　 教頭 教職員，P T A 代表i∴学校評議員‾－∵T 1
I Iヽ

校長 教頭 部長，棚 ，P T A 代表 学療
感議員 1

I Iヽ
教頭 都島 教職員，P‥T 二A 伐恵 一∴．学校評議員 1

　 Iヽ
校長 教頭，部長，鵬 ＿て＝P＼T A ．’表トー輔 評議邑 生徒代表 1

づ・t

，ア ンケー ト調査対象嵐 ：・㌻　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 ：校数）

小 学 校 ‾ 隕 学 校 県立学校

校長　 教職員のみ
†

校長 教職員，保 蔓者 （P T A憎緒のみを含む）
　 ●
教 職員 児童生徒 ；保護者　 一 1 1

　 I
校長 教職員，保 者，学校評議員

＋1 ．＋ 1

I
校長 教職員，保 者－．．・｛学校 平議員，地域住民 1

I
校長 教職員，児壷生徒，保 者 似下咽i罰晩 という） 1 1

I
自己評価者 ，地域 陸民

こ．吏－・．＿・．■

自己評価 者，卒業生 ．・同窓会 1

自己評価者，学校 評議員 ．＿．．

自己評価者，学校評議 員∴他 梗 種教職員 － ＿1

自己評価者，学 平議員，キ ャ リア ア ドバイザー 1
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